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Compute Ops Management アクティベーション  コンテンツ概要

アクティベーション方法 HPE GreenLake Workspace ID手法

COMのアクティベーション作業について

アクティベーション方法 トークンベース手法



Compute Ops Management(COM)のアクティベーションについて
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ユースケース ライセンスのアクティブ化
ディストリビューター様/

販売パートナー様への請求

ユースケース1:お客様が18日以内にライセンスを有効にする

0日目:ディストリビューターまたは販売パートナーが100個 COMサブスクリプションを注文した

12日目:お客様は10台のデバイスをオンボードし、HPE GreenLakeプラットフォームでライセンスを割り当
てました。 これにより、購入頂いた100個、全てのCOMサブスクリプションがアクティブ化されます。

ライセンスは12日目にユー
ザーによってアクティブ化さ
れる。

アクティブ化から2-3日後にデ
ィストリビューター様/販売パー
トナー様に請求します。

ユースケース2:お客様が18日以内にライセンスをアクティブ化しない

0日目:ディストリビューターまたは販売パートナーが100個 COMサブスクリプションを注文した

19日目:お客様がデバイスをオンボードせず、ライセンスを割り当てていない

19日目にライセンスが自動
的にアクティブ化される。

アクティブ化から2-3日後に
ディストリビューター様/販売
パートナー様に請求します。

・ハードウェアとCOMの請求書は分かれて送付されます
・COMの請求書は最初のライセンスx1つをアクティブ化すると送付されます
・COMの請求書はアクティベーションから2-3日後に送付されます

ハードウェアにバンドルされてご購入頂いたCOMライセンスはご利用に当りアクティブ化作業が必要となります。

アクティベーション期限は18日以内となります。本ガイドに沿ってアクティブ化作業を18日以内に実施を頂けます様、お願いいたします。

18日以内に作業が実施されなかった場合は、自動的にCOMのアクティブ化が実施されます。
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COMには2つのアクティベーション方法がございます

HPE GreenLake Workspace ID手法 トークンベース (PIN) 手法

トークンベース手法とは:

新しく追加されたアクティベーション方法

条件:

 iLO 6 v1.64以上のHPE ProLiant Gen11サーバーまたは
 iLO 5 v3.09以上のHPE ProLiant Gen10/Plusサーバー

HPE GreenLake Workspace ID手法と比べたメリット:

・サーバーをHPE GreenLake ワークスペースへ登録す
るためにサーバーのシリアル番号と製品IDを入力する
必要がなくなり、より簡素にアクティベーションが可能です
・アクティベーションキーの有効期限を指定できるので、
よりセキュアに設定いただけます。

以下いずれかの手法でアクティベーションをお願いします。

HPE GreenLake Workspace ID手法:

COMリリース当初から実装されていたアクティベーショ
ン方法

条件: 

COMに対応しているサーバー全て

どの手法が適しているかは次のページの
フローチャートを参考にしてください
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どの手法が適しているかのフローチャート

満たしている より新しい

手法

トークンベース手法

より古い

より古い

をアップデート

満たしている

この手法のみ利用可能



HPE GreenLake Workspace ID手法

6Confidential | Authorized 



注文が処理されると、販売パートナー様、およびお客様は、ステータスに応じ対応する

ライセンス情報を含むサブスクリプション電子領収書を電子メールで受け取ります。

ステップ1: Compute Ops Management アクティベーション 電子メール
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アクティベーション電子メールDelayed Activation電子メール

HW出荷後に送付される納品メール Activation完了後にお客様に送付されるメール



前のスライドの電子メールで、お客様は 「Access your Products」 を

クリックする事でこのページに移動し、案内状、手順、および取引情報を表示できます。

ステップ2: サブスクリプション契約受領書
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Welcome Letter

に移動します。

https://common.cloud.hpe.com/


https://common.cloud.hpe.comに移動して、HPE GreenLake Platformにサインアップまたは

ログインします。 ログインしたら、Compute Ops Managementをアクティブ化する

ワークスペースを選択または作成します。

ステップ3: HPE GreenLake Account
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※HPE My Account のユーザーアカウントをお持ちでない場合は

事前に作成を行ってください。作成は左側画面、一番下のSign up

   から行ってください。

ワークスペースはCreate a new workspaceから作成ください

https://common.cloud.hpe.com/
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「サービスの検索」 -> 「Compute Ops Management」 に移動し、 「概要」 ページの 「アプリケーショ
ンの設定」 でCompute Ops Managementアプリケーションを追加します。 リージョンを選択し、利用

規約に同意してアプリケーションをデプロイします。

ステップ4: Compute Ops Management アプリケーションの追加
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「ワークスペースの管理」 で 「IDとアクセス」 をクリックして、 「役割とアクセス許可」 でユーザーに

ロールを割り当て、 「ユーザー」 でワークスペースにユーザーを招待します。

ステップ5: アイデンティティとアクセス管理



サブスクリプションを追加するには、 「デバイス」 をクリックして左側の

「デバイスのサブスクリプション」をクリックします。「デバイスのサブスクリプションの追加」から

サブスクリプションキーを入力します。

ステップ6: サブスクリプションの追加
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サーバーを追加するには、上部バーの「デバイス」をクリックし、「デバイスの追加」をクリックします。 
デバイスタイプの選択で「コンピュートデバイス」を選択し、「Next」をクリックしてください。手順2で
は、.csvファイルから、または手動でサーバーシリアル番号と製品IDを追加します。 必要に応じて

「タグの割り当て」と「ロケーションとサービスデリバリ担当者」を割り当てます。 完了後、

「Finish」をクリックし、デバイスが追加されるのを待ちます。

ステップ7: HPE GreenLakeにサーバを追加する
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デバイス->インベントリで、新しく追加されたデバイスを見つけます。 右側で、アクション->サービス
マネージャーへの割り当てを選択します。 サービスマネージャーの下で、Compute Ops 

Managementを選択し、地域の下でリージョンを選択します。

ステップ8: 新しいサーバーにアプリを割り当てる
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デバイス->インベントリの下に戻り、アクティブ化するデバイスを選択します。 右側で、アクション->
サブスクリプションの適用を選択します。 サブスクリプションの適用で該当するサブスクリプション

を選択し、サブスクリプションの適用をクリックします。

ステップ9: サブスクリプションの適用
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これでActivation作業は完了です。
(ここまで終われば請求書が発行されます。)



「ワークスペースの管理」 で、後で使用するためにワークスペースIDのコピーを作成します。 次に、
デバイスのiLOに移動し、 「管理」 に移動します。 「Compute Ops Management」 タブで、 

「Activation キー」 ブランクにアカウントIDを貼り付け、 「Connect」 をクリックします。 これで、デ
バイスがCompute Ops Managementポータルに表示されます。

ステップ10: iLOをHPE GreenLakeに接続する
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COMで実際にサーバー管理を行うためには
こちらの手続きも必要となります



トークンベース手法
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注文が処理されると、販売パートナー様、およびお客様は、ステータスに応じ対応する

ライセンス情報を含むサブスクリプション電子領収書を電子メールで受け取ります。

ステップ1: Compute Ops Management アクティベーション 電子メール
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アクティベーション電子メールDelayed Activation電子メール

HW出荷後に送付される納品メール Activation完了後にお客様に送付されるメール



前のスライドの電子メールで、お客様は 「Access your Products」 を

クリックする事でこのページに移動し、案内状、手順、および取引情報を表示できます。

ステップ2: サブスクリプション契約受領書
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Welcome Letter

に移動します。

https://common.cloud.hpe.com/


https://common.cloud.hpe.comに移動して、HPE GreenLake Platformにサインアップまたは

ログインします。 ログインしたら、Compute Ops Managementをアクティブ化する

ワークスペースを選択または作成します。

ステップ3: HPE GreenLake Account
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※HPE My Account のユーザーアカウントをお持ちでない場合は

事前に作成を行ってください。作成は左側画面、一番下のSign up

   から行ってください。

ワークスペースはCreate a new workspaceから作成ください

https://common.cloud.hpe.com/
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「サービスの検索」 -> 「Compute Ops Management」 に移動し、 「概要」 ページの 「アプリケーショ
ンの設定」 でCompute Ops Managementアプリケーションを追加します。 リージョンを選択し、利用

規約に同意してアプリケーションをデプロイします。

ステップ4: Compute Ops Management アプリケーションの追加
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「ワークスペースの管理」 で 「IDとアクセス」 をクリックして、 「役割とアクセス許可」 でユーザーに

ロールを割り当て、 「ユーザー」 でワークスペースにユーザーを招待します。

ステップ5: アイデンティティとアクセス管理



サブスクリプションを追加するには、 「デバイス」 をクリックして左側の

「デバイスのサブスクリプション」をクリックします。「デバイスのサブスクリプションの追加」から

サブスクリプションキーを入力します。

ステップ6: サブスクリプションの追加
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ステップ7: Compute Ops Managementを起動 

「サービス」のタブから「Compute Ops Management」の横の「起動」をクリックして

COMを起動します
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ステップ8: サーバーを追加

「サーバー」のタブをクリックし、「サーバーの追加」をクリック
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ステップ9: アクティベーションキーを発行

ここではアクティベーションキーの有効期限を指定できます。

設定した期限の間のみアクティベーションキーが有効となります。
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ステップ10: アクティベーションキーをiLOに貼付け

発行されたアクティベーションキーをコピーし、iLO Webインターフェイスの「Compute Ops 
Management」の「Compute Ops Management」を有効化し

アクティベーションキーの欄にコピーしたアクティベーションキーを貼付けし、「保存」をクリック。



Thank you
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